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倉敷 9 条の会第 19 回平和展

被爆 80 年 ヒロシマ・ナガサキ

― あの惨劇を繰り返すまい！

世界の平和を求めて ―

開催日 2025 年 8 月 20 日（水）～24 日

（日）

展示時間 10 時～17 時（但し 24 日は 16 時）

会 倉敷 館 室

中国は私のふるさと 宮地義男（日中友好協会倉敷支部初代事務局長）

私は「満洲」の泉頭（センダオ）４人兄弟の末っ子として生まれました。

両親は現地の中国人を雇い、レンガ工場を営んでいました。

作業場を囲むようにして使用人の家が建っていました。私と同年代の子供たちもいて

いつも一緒に遊んでいました。

私はよく友人の家でご飯を呼ばれては母にいつも叱られていたことを覚えています。

働いている人の弁当は小麦粉を蒸しただけのマントウを食べていました。

外で遊ぶのは中国人の友達、家では日本語を話していました。近くに小野田セメントの会社がありました。

学校は日本人の子供だけの日本人学校があり、２kmの道を歩いて通っていました。

冬はとても寒く、でも雪はあまり降らず氷が張っていました。家の中にはオンドルがあり暖かかった。

夏は友達と川へ泳ぎに行ったり、魚を釣りに行ったりと、楽しい思い出があります。

私が１５歳の時、戦局が激しくなり満鉄に努めていた兄がいたのであまり苦労もせず日本へ帰ってくることができ

ました。

日本は中国の資源が欲しく戦争を始めたのです。今でもはっきり言える、戦争は絶対いかん。隣国として中国と

は仲良くしていかなくては。

中国は私のふるさとです。今でも「夜来香」（エーライシャン）は中国語で歌える。中国語も忘れていない。

今後日中友好がますます発展してほしい。そのためには「自分たちの力でできることを無理のないことをする」こ

れが長く続けることだ。

追悼！ 宮地義男さん（日中友好協会倉敷支部初代事務局長）
日中友好協会倉敷支部結成のときから初代事務局長を務められた宮地義男さんが去る 7 月 17 日ご逝去

され、19 日に告別式が営まれました。享年 94 歳でした。今回は宮地さん追悼の意味で、倉敷支部 15 年

誌に掲載された宮地さんの文章を紹介します。（犬飼）
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河井

真田

中国語講座 送別会＆交流会

姫先生ありがとうございました。

2024年 10月から財田交流プラザ

で中国語を学び始めたぴょぴょ受講

生 2人、頭をカキカキスタート。途中

姫先生中国へ帰られましたが、3月
から再開、なかなか中国語特有の発

音に慣れずあっという間の6ヶ月でし

た。自転車 45分こいで汗をかきなが

ら来てくださった姫先生を囲んで中

級クラスの受講生にも声をかけ総勢

7名の賑やかな会になりました。最後

に姫先生にゆっくり会えてよかった

です。先生のご活躍を祈っていま

す。話せなくても、聞いて少しでもわ

かるようになりたい、中国語で笑いあ

いたい。ひよっこたちの夢です。がん

ばります。

中国語仲間募集してます〜！

岡田 民

常州への旅⑪ 真田紀子

小川さんも歌ったのですが、その題名と歌手名はわかりません。尋

ねても、もう忘れたそうです。

写真の時間を確認すると、14時ごろに私たちはホテルを出て、胡万

意の家に移動したようです。もちろん樊艶と一緒です。写真①

車は胡万意のお兄さんの車です。大きな車なので、私たちのトランク

は全てトランクルームに入ります。

1時間近く走って胡万意の家に到着です。すでにご家族が集まって

います。玄関の中央に大きな土間の広間があります。そこに皆さんと

共に腰かけて和やかな時間を過ごしました。この時とばかり、せっかく

持って行った名刺を皆さんに配りました。

２階に今日二人が泊まる胡さんの部屋があり、そこは紅い色で飾り

付けられていました。写真②

夕方までに時間があるので、樊艶が近くのスーパーに連れ行ってく

れました。歩いて10分ぐらいのところに学校や、食堂や色々な商店な

どがあるこの地域の中心地にスーパーもありました。そこのお菓子売

り場で、お土産にできるお菓子をたくさん買いました。安いです。

５時過ぎに皆さんと、先ほど出かけた中心地にあるレストランで夕食

を取りました。ご年配の男性方がお酒で盛り上がって、話が終わりそう

にないので、私たちは先に家までもどりました。

午後 7時前に家の庭で花火が上がり始めました。普通の段ボール

箱が花火になっているようで、着火口に火をつけると次から次へと花

火が上がっていきます。にぎやかです。写真③

そういえば昨日ホテルの近くでも、この時間ににぎやかな花火の音

がしていました。結婚を祝う花火だったのかもしれません。

写真①

写真②

写真③


